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静岡県の柑噸

沖.Fj 水

緒論

第 1章 日本における柑橘栽培の変遷

第2痒 咋岡県侭おける柑橘栽培の変送

第 3章静岡県侭おける柑椅業の変琺

以上第 1章、第 2章、第 3章、筆者省略

第4.;,i 紳岡県柑橘業の現況

第 5:]~; 浄岡県柑碩業の動向と諜歯

あとが含

（参考文献 ）

湘

わが国の柑橘業は、近年｝項凋匹進歩．。 発展 して土廿） 、将来（Cお・いてもきわめて明るい見透しが期

待されてい和今日のよう に、日本の柑楢液が進展して きた根挺は、栽培品種であ る湿Jiiミ刀ンが

国特有のものであり生食と加工とにての用途が広 く、：t広 翰出品歴吻 として肛要な地位を占めて

いる こと匠 ちる 。 しか し 、 ✓cのす ぐれた湿州 ミ刀ンを発見栽培、 改良 し、 今日の よう な産業 とし

て築 く茂で（Qは、過去侭幾多の人々 の努力がおった ことをわすれてはならない。

［浄岡恥 ・C柑#§業が起ってから、・今 日で 90年、古い産地では 10 0年丘 くをむか、える。 ての間、

泡えずわが国の柑橘界の先函を歩み、主勁的な役 目をな しと げて さた。現在、静岡県の柑特業は、

祈速産地の急速な進出1rcもかかわらず、全国一の生癌磁を吟り 、販売面匹ぷいても広い地域をかか

え、海外に究で進出 している。

しかし、この単要な産染は長い犀史を土台侭 して均り、峙おり我々は、歩んでさた逍を振りかえ

る必裳性を感ずることがある。故匠、これから始注る この論文(Cおいても、歴史的色彩がかなり打

ち出される と思う。匝励すること（疋 より 、視在の姿を本当；て知るこ とができる し、また、様々な点

で将来のありブ］ を、我 は々教えられる iまずでをふ

本論匠はいる前侭、ここで柑／者の定渡 とその語源妬 ついて述べておきたい。
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・「柑・！刹 とは、わが国、及び台謡中国で用い られている而芸学上の用沼であり 、その定差は．。田

中諭一郎氏t,（．よると一ー一樟物学只）芸香和中の三囲植物．．すなわち，「甘偽見 キソカン，窟、 弓
ノヵ

タチ犀及び これ らの相互団！て出来た灸逮望どを合む全gi5(l)恕泳ーーーとい うことになっている。 「柑

滴lという言葉は図芸挙上'.,汰・ して特定c:)一つ切既1牙だけ：をさしているもの ではなl心と こるが｀

テ日の民々は・1釦註 「町 1｛ミズン」と した!}.

ン」は、温州ミ．． ，7 ::.,,やIJヽミ刀ン のように．果皮がむけやすい樅品の ことを称しているのであ り、 ミ

また、そど追旦rもしたりする。わが国でいう「ミ 刀

刀ンだけが柑．i芍ではない。っ・史り 、 ミ刃ンは叫区の中の一嘩なので，らる。

わが，r翌で最初紅 「札f1紺という名称を用いたのは、井［這畔であり、 宝永3年 （17 0 6年）

「柑持考」とい う若苫をあらわしたこと侭始まっていふ

点 4涵 静刷県柑稿菜(JJ蓉心

第 1窃 f-j木 tこぉ げ る

謹岡県柑橘菜の位設

全図（て お•ける追j小！ミ刃 ン ［彦iの首団は 、 昭和 4 0年現在--;.'11 5. 2 Q Oh a紀達し、 ての生産額は

1. 3 1 4. 3 0 0 tでちるが．i怜岡県介はじめ各氏(7-沿甘咲栽培適地妃；＇文、現存も計回的な培殖が進め

られてい る。

静！匹梨のミ刀 ン園 I4. 8 lJ D h 11.は、全鴛出柑謬の 12.8 %にちたり、ての生記．；＼ 23 5. 0 0 0 

tは全直総生虻の 17. 9 ％にちたっている。泊た、 坂売 [.i-ItC 土鼻い て~ 店 、 4 0年の秋、太平洋を越え．

~て．カナダ叩釦ぴ冷出された温州 ミ コン！1 ‘う・ よそ 6. J O O t、E3内消杵地への移出販売沿は 92.1 fl 0 

じであっ iヤ．c

・・静岡県／＇Cけ約70 0沼糾Jii.J―-L場がもり 、これらの加工工坦；--.._、，ジュー:9ゃミカン益韮の加工原

科 と し て ｛恥•合さ れる静岡 ミ 刀 ンは 7 ?..0 0 0 t ifこのぼっている0 ,̀'盆出 ミカン甜語は イギリ ス市J_:;セ

の他から多 くのひさ ；らいがあり 、毎年20 0万グースを下らない数0県産褪品が海を渡ってい 〈o

つまり 、静岡品の祖←裔没は、もはや一ぅ煩造業となって しまっ心つー（・.,；うるc

多大な生！茫匠対 して、if墳面のなりゆ送もかなり咄加の領！iijをしめし-(．いる。た とえば、わが侭I

;:)人口比からみた、昭相 40年のは斗氏一人当り心内lt止u:t、1)ずか 7kgで、itij平、アメリ刀 回民

一人当りの／れ，:tb140 kl腔比ぺる と、て(J_)5ク＿t（91 t,Cも活jたない況伏で；シる。これは、今設、日

ぷ国民の共生活か面J上しつつあり、人口 J.，1加侭よるiiH妙坦然増応認苫 した喝合、国民一入 当りの

消伐泣は 、 •i fこ古、を増加すみとい うこと をしめすものである。しか も、汲近の市ぶ勁向調査に よ．る

と、柑樗類（Iて対する消投屈の噌好領向は、 リンゴに比較 して、ミカンi召項いてなり 、最大の競争相

弄であ るリ ンゴよ りも、その販売単情は有利匹要開してい るといわれている・さら妬、海外紅ぶけ

-2 4-



る日本ミ 刀ンの需要も 、生果・罐志共に今後増大するさざ しをみせてい る。 こうした打巳ぷ面から乞

椋子キみても 、生産費 の減少匠対する対策が続 く振り ．． 柑4合の生産過刺がひをえ・之る？ことけ．一 、出す

ないだろう’’‘

静岡県柑橘業が面積．生産墜 とも首位的立塩匠あり 、大市場で・fヽる栄京、北；蒔這を含む序 日木な

ひかえた担理的笈位性は砲かである。 しかしながら、近年、静岡 ミカンは一つの大さな問遠に突さ

ちたった。すなわち珈静岡県のi甘啜園似．．すで匹老年期に達しているものが多 く、こ4、1らの柑椋囲

から生涯される果実は、西日本の新典茫地のものと比較して、品質的匠かヵ；り劣っているのである3

とくに、年内出荷される拘岡 ミ刀 ン！fこ対 しては、近年、各消費地からさぴ しい批判がよせられて土ヽ

りと実際、各斤秒懇にぷいては、西日本 ミ刀ンの進出を押えきれずに、次兜に後還 している静岡ミ刀

ンの姿がみられる。ての他、かかえている問距は多 く、今後の静岡 ミカン の歩む道は多筵をきわめ

るであろう。

〔別表I,if参照］

• 以 下 の節 省略

第 5斎． 豹両県柑橘 ；ご の勁向と 課 •項

第 1i窟 老令 と密惰園

f弁岡県の柑涙阿は 、 —r でに老年具3花はいっているものが きわめて多い。 -t のため、 生産される果

実ば 、西日本の新底芭地の もの と比紋して、とりわけ見劣りがする。つま り、同じ祝州 ミ刀ンであ

り；ょがら 、栄実は小さく 、巴つやはすぐわず、 徴味が多いのである＾その対策としてi瑚弧改椅が

名)/:io 

闘翫 • • •••••将来の集団匿見腐因匠 し たがい、· •そ の地万（て）奨疱品種系琉の苗木を準備してお き 、 園・

迄(I.)If瞬、 叡•ヽ必ゃ貯7jく夕：／；； 、 防風垣の没 iふ渓；徘の徹底を知とし、 伶挫的が管理のでさる ミ

JJンi宝！ としなくては なら和心 f‘蒋？．：：は、作業のti瞬と探祉のために、改似力心ー入の可能たものとし

たく てはなら：訊，，c

改咽・.....廿a迄地炉ふいて伐iミl..ぅ必知幻炸［iでぁ知改禅兵這図改造でぁ及区囲整賦園瀬<7.)

拡払 ．歪饂土j̀！改良な ど、：ゥ溢l以上の心が古 えでな 言1・!ihl的！＇て行なわれければならない。栽植iてあ

たっては、• 4年年以上（Z）お木を！i詑 、木つ成長を促迦させて＿ 早．＜収板をあげることtてつ とめなけ

汎II―よならない。疇・の号は以社国(3減少．．品恥：9氏下となってあらわれ．・立如作業能券を箸しく

低 下させる u 富祖の宝のわらわれている図、 ：：：た 、 その恐れのある『りは、 閻伐を，~t面的に、 かつ早

急花実極しなければならない，，
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第 2節 貯奴 力 ン'

現在陪岡県立 ミ刀ソ貯蕨犀が 15. 4リ0(、こ盃よび、ての雹刀も 1[1万 t近く文全生産猿の

i, 0希となってい る。勿誇、その中には長胡貯毀の可能な貯双諏ばかりでな く、翌，：i夏のIjさい廊勘

な ものも含ァれていふ運搬労刀を加］するための因内の麟・附疇は、1：：の致 2.0 0 0程あり 、

今後も増加する傾向匹ある。 しかし、少 なくとも 3月・・`9 ．！・}1 J:旬まで貯双可泥；な貯蔵即は．ての必

要からより多 く設艇していかねばたらないc てのたもには、¢i金的な問題もあみので．共同貯政施

設の・増設を呼びかける必要がらる。

ざ［西日本の祈恥産地の慈救な進出で、複地侭追い込注れた名柑iミJJンは、さら陀．＾存利といわ

虹 Cいた貯蔵ミ刀 ンの地位も次第匠役紐されてさている。たとえばこ昭和 40年度菩．1＼袢罰 ミカ ンが、

!g京用楊で取り引 きされた月別卸売り価柊 （キロ当り）をみると 、 1月96円、 2月 10 7円^ 3 

月 l1 7円、 4fl 1 4 1円と上掛して沿り、他迂地．ものを圧倒 していたのに対し、 4・1年度は ！月

I 8円、2月30円、 3月， 82 El、 4月93円と、 1 0 0［廿台を大1品に割って低迷し浣け、 ミ刀ゾ

謬 <1.)「L澤有菜り」の思わくは完全VCはずれて し主った，
；；； 5節 加工 ミカン

静岡ミ刀 ンの全生迄紋のうも 3分の 2が生船坂光、 3分の 1が加工阪売である。生呆販売は・作物

の収娑it憚より多少変』はめるが、年々培大する霜要匠より 、生庄岱の槃＇加侭伴なっ て顛詞見な劫含

を;J-せている，， 9ぃ麟り出9てついては全国諷の 3免台となっているが、カナダ愉出についてみれば．

将碕 ミプ）ンが 55~58%を占めて＼へる。一方、りil::.［向けのミ 刀ンは、仝偲平均で約 20 %前役で

9らるが、t弁岡梨の枷合 3O~ 5 5夕を占め、このことは 2，扱品以下の ミプ｝ ン販売面に大さなプラス

となっていぶ:

ミプJ 巧咄詰• • •• 退；！在 、 全国ミ刀 ゾ恥詔35ら．． 6 9弼近 くまで1劉岡県給7j(fl了を中心とする渠日本

(.') u本裕柑読詰協i祠姐合で生陀されている。牡：岡県内紀は約70のミ 刀ン濯詰工J蒻がおり 、 70伶

近 くが祈水市を中心とした；面氏衿岡侭苔団している。加工掠料の海豆身は年侭より多少美なるが、

戸いたい 、 ：如訊•]8 0 ~ o 5吃， 、ジュ ース用 2 0 , 、 ~ 5 %である。国内販売の ミ刀ン址語はi碍年妬

過釘月）、過'.!)(D生産を政り也しているが、政近の｛肖 Zの 1瞑ひにより昭和 39,r.l・: 3 5 0万箱、 A 0年紀

は 50 D万栢近く汲送されたようで令る 2 挫・1出ミ刀ソ砥．司は｀ 3 5年は 32：平 （投罪 29 7万和 ）

に比ぺ 50か』で，ら）ったが、 36~3 7'43.(l)姐` 哀斗祗臼紅より採究．が とれず緑少 した。 しかし、38

印四はやや回復 し、．59 2万箱となり 、続いて 39年は原料低伯から45 1万箱生述され、呵年比

1 5 %ボとなった。とこるが 40年は生食用 ミ刀ンv31串ぴ妬 より 、加工向け原料が高値をよび、刊

年比の 98%、44.1万箱と低下する冗至った。
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ミJ!ンジュース……昭和 28年、tt特柑追 （静岡県柑唸庭槃協同組合速合会 ）がジュース事業を開

始し．以釆,4年経過 した］J:1在、静岡県ジ ュース 産業は全固的に点要 な地位を占めるよう tてなった。

開□52年からの 3)7年の生西箇は急増したが、 37 年ケ• ピー ク妬 下降し始めた。つさり 、 経預成

民のスピード,;-，冷ちろ．と同li訳 、・ジュース市堺への供給滋を多くも っていた岱岡県は、原料 ミ刀ン

¢)向債のため、四ヨ本6'.)新炭ざ彰忍ジュース匠ふされて、製品の注文が急激して笥少 したのである。 ャ

の｛，各、原料 ・製品の均面が再び と．れ．．生if:J.：区は多 くなった。 で：た、 3 i', o年の 下降は、粉未ジュ

ー スの出現と、外国合本のコーラの宣伝と裂品がようやく日本市拐侭進出してきたこと紀よるので

が、
〇ヽっ

これからは出なるi噌好1次料 でをく 、 栄芸食品 として食生活応貞結したジニ ース：，凍結ジ -— ース が、
コール ドチェインのジステムのもと 四麟老に供崎されるとと｛虚得したいc

第・4節 生産費と労 拗 カ

忍罰 ミ刀ンの経営、親嵌は．、戦前とは比較！（こなら ない程資本条約化したが、この結果、ミカ ンの生

膀．t定は年々均1加してきている。たとえば、昭和40年度に記する陥岡ミ刀ン の 1O a当り生産費は

Y 6. 6 1 1円とたってい る。 これを内訳したものが別表且であり．．これ、によると ，．・支ず労拗費が全

r・:,(/)5 ?..'j岱で汲高を しめし、 続いて肥料伐が 28. 2咤で あり 、労『域 ．肝料偲だけです切‘こ全生

硲：在の 70祐に逹 してい 、ぞ，。これ妬成園¢夜） 9.6 ダ） 、 防除伐、• '；さ具貸などが勺ぷへてV・るが ． 夜んと

いっても大さなものは労i効設である。 1 0 a当り (Jシ労閲it3ズ?8 8円の 5ち28・a。。円内外は

家．し笑労・t:，1でまかなわれていみが、残りの 1G, 0 0 D円内外は扱恥者の労錫薗金であり 、しかも これ

は次第t'L増加 していくイ項庶1がある。

t O a苔jりの生ぎ且をは、同じ柏濶凩．の

特茫物である茶の 2倍、米の 3倍紅送し

ており 、労幽投下皇の比較匠おいても同

じ菜でも．る。これらは収没と病唸虫防除

!r(m・・かるものが大部分で、これ(rc続いて

中砂に摘果作業9Cよるものとなっている。

すな わち、市内園の経営[r（は多浪の眩ili]

註翁、生挫貨とかなりの労t.g）追が必没な・

(i2であ る。つ戎り 、 ここ忙大 さな：→•ー迫か

存在するのである。今後の疑営（ては、生

産費の節約匠ついてより栢極的な対策を

諧じたければならない。近年増加 しつつ

表三 ミワン沼 10 a当り生産焚

（単位 ：円 ）
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．，ブー：共同防除、共同遼活 といったg：揺の共同化は'-応-eれを解決するものであろう 。

茂岡県｛て元・行る ミ．7J~屯蘭栽培産家の亥匂蒋成は 、 平均 6 人で入る といわれてい ．知 • し か し 、 実際 軍

てえ‘労岱可屯・を考は約？．5.A．で、ヘク：：＇一」レ当り知 幼投下時間から今ても 、てれだけの労隣刀では

とても経宮は困砧でらふてこで、投i之老の労勁刀｛召こよならければならな 〈、先侭述べた ようvc、

労贔位の 5分 (/_) ：が役「ぶて文弘われているのか尖状で．もる。 ところが、現在 7.S O 0^ を越え る栄

北日本を中心と する兄方からの拭立者がいてを ． 碍澳向の労1•'il 不足は年、マ深戎1j化 して．なり、 し かも 、

阪立者の集支り柑，せば労 ，•；ij冬• 4り や茄波のI¢9加系ー 、 i！ェ年次吟匹改少 しつつ iう 如と '^ 9。

"n n
 

t3
 

r
.9
 
冴 出尚 売u”ハ

a
R
,'
 

肯争［岡県・外ぺ戌痣狐年内は来北 閲来地，ノうが、好淑ものは京浜 ，北海道地万が主体となってい る。

しかし、年内販売は咀 日本嘔地の哨産に伴ない、てれら注地C)埠い 上げがらって、販売競争は 定す

をす救 しく なっていを県外tt南匹対すふ喜幻じ'9反とぶば 、忠＇，反体制、が始 ぅたつれて、全生荏迅の和

7 0 %を占める よ う ((C なり 、 産地商人 (/.);•.剋＾ 記］は年々 ；し（下 して を てい る。 一万 、 点協系就の荷造り

場は 10 4刀ナあり 、での面称が35 0州以 下のものが 3!1 %、 1時閤当りの処迎能力 5t：以 下の

戎減設茄1([)ものが 42 ~り と ~,Jヽ退次のものが多 く 、 取り 引さ （ら大巫化傾向の実状侭そぐわ ない も の

となっている。な尤ヽ 42年度のI・:E鴎炉疇込みは 、匹叫 3o 2.. 0 o o';、 うち生食用向け 16 

7.260t、加工向け 81. 0 0 0 t、i沿'11, iけ 6.,jO J tで、；．），’．う。

九州を代表とする 1)月日本産池の進出は． ここ数年ク．5干迫．tiり合 し17)ぐ拾いで、とかく味、外競の

面i/{ープ立＾ておだ り評判の よく な叫屈jミ刀ンは、「11，色から広名（て締め出されつつあん。これは1日産

地で老令菌が多 く、おいしいミ ノ7ンがでAないこともあるが、それ以｝→陀送菜仏制の不位ふ規格の

不統ーが販売競争で立ちむ くれる原因と？：く つてい 如 と く冗、Z[！エ吊原料へ（ー）以が多 くなってから 、

加工用の品質のよ く ないミ 刀 ン 芍 で生食即てはい・って出豆一 ~;iiふ 1,· C、i;Y.t疫から「表示規；拓 と内容

が述 9」 と］苔われ、評判はわる ＜入命］をさけられ．るクーでが胄人ていみ，3 芯、交協とも、現在の森菜

坦処理能刀が限界花をている こと も偲がで令るが、 ミr.ン¢年'[出客が愁い＾！遠 じ「・汚」 (J..)没示で

も．九州ミ：IJンと比ぺると 1, 2 階級の経が ・ら 73,9• Vヽい、r_h．定で汽 必ヽ 司杜度の叙外品がはい って

＇^てもこぼかしがきいた。 しかし、 これからはて・レヽftV'かない、てる§ ,•今免数多 く 竺し かも 、 、~ ； 

ラパラな各其i,；卜選果扮を一出荷単位：c百と：のて，評・i呵万・ 恙簸 ・辻別を一ふ化 し、・’；望の．9ぇで兵

濯噂刀式を採用 し、 出荷計謡を確立すんこ とが攻恥こ笈な深磁とたってい恥

あとが さ

静岡県の柑鳴業は様 々な歴史の流れの中を直って、今 t]の浚栄をみる妬宅つた心のであ叫 '..:だ

な妃気を〈 始注り 、いつとはな し如径盛.,.rさわめたものではない~つ吐 り、＇エ 、涼JI刈子か、柑岳文

へ発展せざみをえなかった必然性を含んでいたのである。
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現在日本の柑橘業自体、その将来性は主 ととに明るい もの とされてい る。 ．tiHてもかかわらず静

岡卓の柑橘業侭な7..，と、対外的iては、広域な栽植遥地を持ち、新しい技術と憂良品質の ミ刀ンを生

産する西日本の新巽産地の急速な進出、対内的匠は、もはや綬盛期を逸ぎた老令樹府と、販売体制

o.::,:f.f培といった多くの課 選をかかえてぶり 、これからの静岡県の市楢業が歩む迫肛非常四けわ しい

もg_)がある。 しかし、..,,cれらの課漣を克服してこて跨岡県の柑喘業であり 、士た、セうでなければ

ならたいのであ ゎ。

今浚匠苓ける祷岡県のi甘橘業の助向妃は注目忙｛直するものがあみ。

戎培面積 (ha)

'（昭 35 4 

゜
I切宰

|面積 比率面稽 比率 I40命
全 国 63.100――100-D 115200 100.0 1 I 182.6 
I , 静岡I'! 11700 応6I , 14800 128ふB1」1 1 12年
和歌山 5770 9.1 9.490 i645 

愛媛 85.'0 13.5 15.100 1 177.8 129.000 

1: 39 I 
2.?8500 17.4 I 177.1 

熊本 2890 46 7・，30 6.4!I 257.l 76400 99.100 7.5 I 129.7 

長崎1 2880 45 911n 7.9 3216 34BOO 71DOO sa I 204.1 

大分 2690 43 5950 52 2112 30.800 泣 l55]0(l 4.2 I 1so2 

佐挫'I3670 58 I 8510 7.4 j 2319 29.5a1 
I 

3.3 i ， 75200 5.7 I 2549 
表I 全困の温州 ミ刀 ン栽培面積 と生産醤

I 生 産 販 売 （t) 生果輸出(t)

. l県 外比 率県 内比 率 計 比率数 筑 比 率

-―---- --［一—
I⑱0: 5 0 79:612060 408 2塁't5；塁ロニ：悶 380 

I , 

n
1
 

ヤバ` 工 (t) 自家消費 (t)

口こ竺口!tーt三□土三戸←
昭3s I 64.798 33.2/ 7.9□o 4.1 I 72.698¥ 37.3 / zoo□ l 3.6 I 1 Ys.000 

二0~:?-30:—竺〗；；二°L:：!」！竺竺．［•一：ー？j_竺 5000
- 2 9 -



．ヽべょ．：、.．.．.

参考文献

む計岡県柑洞史 ：塚口勇作 ，静柑連 8 3 4 

惜i両嗅の固芸 ：静 i岡県怪済部 8 2 7 

符 岡県の底莱 と誌協 ー 動向 と課題 一

;，；吼岡県裟協長期計画推進本部 8 4 2 

（単者は 42生度学部卒業 ）

- 3 0 -


